
Amazon 商標権及び、出品注意商品について 

 
Amazon の商品の中には、新品出品できるものの出品した際メーカーから出品取り下げ連

絡、最悪、商標権侵害や知的財産権の侵害を通告される場合があります。 

 

万が一、そのような事態になった場合は出品取り下げ対応をすれば大事に至ることはあり

ませんが、そのあとフリマサイトでの販売など手間が増えますのであらかじめそのような

商品を仕入れないよう判断箇所をお伝えしたいと思います。 

 

① 過去、現在まで出品者が 1 人の場合 

 

 

上のモノレートですが出品者数がほぼ 1 人、たまに 2 人になっていますが、長期間出品者

数が少ない商品は避けてください。 

メーカー本体が販売している可能性が非常に高く、相乗りした場合高確率で出品取り下げ

連絡がきます。 

商品タイトルにメーカー名が記載しており出品者もそのメーカー名のことが多いです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

② メーカー本体が出品している商品 

① 番の続きになりますが出品者人数がそこそこ多くても注意する商品があります。 

 

 

 

上記商品は、出品者人数が 4 人いますが、出品者一覧を確認すると 

 

一番上に公式 アンファーストア スカルプ D公式というショップがあります。 

たまに相乗りしているセラーがいることがありますが、だいたいは新規出品者の場合が多いで

す。 

このような商品も控えましょう。 

 



③モノレートの出品者数が過去に断線している商品ま

たは不自然な減り方をしている商品 

商品が売れるとランキングは上がり、出品者数は減っていきますが、ランキング変動がない

のに出品者数だけが減っている商品があります。 

ランキング 1桁 2桁の商品はそもそもの売れ行きが良すぎてそうなることもありますが、基本

そのような商品はありません。 

具体的なモノレートですと 

 

2019,1,1日付近をみて頂けるとわかると思いますが、出品者数の数が一気に 0人になってい

ます。 

これはモノレートのバグなどではなく、メーカーが出品規制をかけ販売不可にしたために起き

た現象です。 

その後も出品者数は増えているので出品出来ないことはありませんが、いつまた警告がくる

かわからない上に、最悪、知的財産パフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。 

セラーセントラルからアカウント健全性という項目で確認することが出来ますが、 

 

 



 

ここに数値が加算されあまりにステータスが悪い状態だと最悪アカウントの停止も考えられま

す。 

何よりも大切なアカウントですので、疑いのある商品は仕入れを避けることが一番安全です。 

 

以上、簡単ではありますが。3点ほどお伝えさせて頂きました。 

リサーチするうえで気になる商品を見つけた場合、グループラインにモノレートの波形画像を

送して頂ければこちらからもアドバイスできますので、遠慮なくご相談ください。 



毎週、スカイプ講義も行いますので、疑問点などありましたら、質問して頂ければ幸いです。 

 

宜しくお願い致します。 


